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ジ
ビ
エ
に
よ
る
食
中
毒
に
つ
い
て 

 

 

     

今
月
15
日
か
ら
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
で
き
る
猟

期
（
11
月
15
日
～
2
月
15
日
）
が
始
ま
り
ま

し
た
。 

近
年
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
林
業
や
自
然
環
境

の
被
害
が
拡
大
し
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
農
林
水
産
省
は
捕
獲
対
策
の
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
捕
獲
後
の
野

生
鳥
獣
の
食
材
と
し
て
の
利
用
促
進
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
ジ
ビ
エ
（
野
生
鳥
獣
の
肉
）
料
理

を
提
供
す
る
飲
食
店
も
増
え
て
き
ま
し
た
。 

今
の
時
期
は
、
野
生
鳥
獣
に
脂
が
乗
っ
て
旬
を

迎
え
て
い
る
の
で
、
ジ
ビ
エ
料
理
を
口
に
す
る
機

会
が
増
え
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。 

お
い
し
い
ジ
ビ
エ
料
理
で
す
が
、
調
理
過
程
に

不
備
が
あ
る
と
、
次
の
よ
う
な
食
中
毒
が
発
生
す

る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。 

 

・
E
型
肝
炎 

 

E
型
肝
炎
と
は
、
E
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
に
よ
っ
て
起
こ
る
急
性
肝
炎
で
す
。 

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、
ブ
タ
等
の
肉
及
び
内
臓
の

生
食
、
ま
た
は
加
熱
不
十
分
な
状
態
で
の
喫
食
や

E
型
肝
炎
流
行
国
で
は
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ

た
水
の
摂
取
が
原
因
と
な
り
ま
す
。 

症
状
と
し
て
は
、
黄
疸
を
伴
う
悪
心
・
腹
痛
な

ど
の
消
化
器
症
状
や
、
肝
機
能
の
低
下
な
ど
が
見

ら
れ
ま
す
。
妊
婦
や
高
齢
者
の
方
で
は
重
症
化
し

や
す
く
、
死
に
至
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。 

予
防
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
野
生
動
物
の
肉
及

び
内
臓
を
食
べ
る
際
に
は
、
中
心
部
ま
で
火
が
通

る
よ
う
十
分
に
加
熱
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

ま
た
、
調
理
の
段
階
で
も
、
皮
膚
の
傷
口
か
ら

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
へ
入
る
こ
と
の
な
い
よ
う
手

袋
を
す
る
な
ど
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

・
旋
毛
虫
症
（
ト
リ
ヒ
ナ
症
） 

 

旋
毛
虫
症
（
ト
リ
ヒ
ナ
症
）
は
、
多
く
の
動
物

に
寄
生
す
る
線
虫
の
一
種
が
原
因
と
な
る
食
中

毒
で
、
ク
マ
肉
の
喫
食
に
よ
っ
て
発
症
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
。 

 

主
な
症
状
は
発
熱
、
発
疹
、
筋
肉
痛
、
眼
瞼
浮

腫
、
末
梢
血
中
の
好
酸
球
増
加
な
ど
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
、
ク
マ
肉
の
刺
身
や
、
加
熱
不
十

分
な
状
態
で
の
喫
食
を
原
因
と
し
て
、
集
団
食
中

毒
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
旋
毛
虫
は
冷
凍
に

た
い
へ
ん
強
く
、
令
和
元
年
に
札
幌
で
起
き
た
事

例
で
は
4
年
前
に
入
手
し
た
冷
凍
ク
マ
肉
が
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

予
防
と
し
て
は
、
食
肉
（
特
に
ク
マ
肉
）
は
絶

対
に
生
食
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

過
去
の
事
例
で
は
、
刺
身
だ
け
で
な
く
ク
マ
肉

の
ロ
ー
ス
ト
の
喫
食
に
よ
り
発
症
し
た
事
例
も

あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
十
分
に
加
熱
調
理
（
中
心
部
の
温

度
が
75
℃
1
分
間
以
上
又
は
こ
れ
と
同
等
以

上
）
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

              

    

保
育
園
で
ヒ
ス
タ
ミ
ン
食
中
毒
発
生 

 
 

令
和
3
年
10
月
29
日
に
、
大
阪
市
の
保
育
園

で
ヒ
ス
タ
ミ
ン
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
ま
し

た
。 調

査
に
よ
る
と
、
園
児
126
名
及
び
職
員
29
名

の
計
155
名
が
10
月
29
日
11
時
10
分
頃
か
ら
当

該
保
育
園
で
調
理
し
た
給
食
を
喫
食
し
、
園
児

12
名
及
び
職
員
5
名
の
計
17
名
に
同
日
12
時

15
分
頃
か
ら
14
時
30
分
頃
に
か
け
て
顔
面
の

紅
潮
、
頭
痛
、
じ
ん
ま
疹
、
発
熱
等
の
症
状
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
日
提
供
さ
れ
た
給
食

の
保
存
食
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

献
立
の
一
つ
で
あ
る
「
マ
グ
ロ
の
パ
ン
粉
焼
き

（
調
理
品
の
保
存
食
）
」
か
ら
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
検

出
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
当
該
保
育
園
の
給
食
を
原
因

と
す
る
ヒ
ス
タ
ミ
ン
食
中
毒
と
断
定
し
、
事
業
者

に
対
し
、
2
日
間
、
当
該
保
育
園
の
給
食
場
の

業
務
停
止
を
命
じ
ま
し
た 

ヒ
ス
タ
ミ
ン
食
中
毒
は
ヒ
ス
チ
ジ
ン
を
多
く

含
む
マ
グ
ロ
、
カ
ジ
キ
、
カ
ツ
オ
、
サ
バ
、
イ
ワ

シ
、
サ
ン
マ
、
ブ
リ
、
ア
ジ
な
ど
の
魚
が
原
因
と

な
り
ま
す
。
魚
に
含
ま
れ
る
ヒ
ス
チ
ジ
ン
は
、
ヒ

ス
タ
ミ
ン
産
生
菌
が
産
生
す
る
酵
素
の
働
き
で
、

ヒ
ス
タ
ミ
ン
に
な
り
ま
す
。
一
度
生
成
さ
れ
た
ヒ

ス
タ
ミ
ン
は
、
調
理
時
の
加
熱
等
で
は
分
解
さ
れ

ま
せ
ん
。 

ヒ
ス
タ
ミ
ン
の
生
成
を
防
止
す
る
た
め
、
魚
を

購
入
し
た
際
は
、
常
温
に
放
置
せ
ず
、
速
や
か
に

冷
蔵
庫
で
保
管
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

ヒ
ス
タ
ミ
ン
産
生
菌
は
エ
ラ
や
消
化
管
に
多
く

存
在
す
る
の
で
、
魚
の
エ
ラ
や
内
臓
は
購
入
後
は

で
き
る
だ
け
早
く
除
去
し
ま
し
ょ
う
。 

食
品
中
に
ヒ
ス
タ
ミ
ン
が
生
成
さ
れ
て
も
、
外

観
や
臭
い
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

多
量
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
を
一
度
に
摂
取
す
る
と
、
食

べ
た
と
き
に
舌
が
ピ
リ
ピ
リ
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
食
べ
ず
に
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。 

    

  

編
集
後
記 

 

秋
も
深
ま
り
、
紅
葉
が
綺
麗
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。 

今
月
の
写
真
は
「
自
然
薯
」
で
す
。 

発生年 発生場所 患者数 原因食品

平成28年
茨城県

飲食店
21名

クマ肉の

ロースト

平成30年
北海道

家庭
3名

クマ肉

（推定）

令和元年
北海道

飲食店
6名

クマ肉の

ロースト

（推定）

近年の旋毛虫症の発生事例 


